
災害に強い社会資本を整備
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土木の日に寄せて

各地で多彩なイベント
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　世界有数の災害多発国であるわが国は、近年の気候変動により激甚化・頻発化し
ている自然災害に毎年のように見舞われ、各地で甚大な被害が発生しています。加
えて、高度経済成長期に集中的に整備された社会資本は、今後急速に老朽化するこ
とが懸念されています。安全で安心な国民生活を支え、相次ぐ風水害や切迫する大
規模地震に屈しない、豊かで強靱な国土づくりを実現するためには、「防災・減災、
国土強靱化のための５か年加速化対策」のもと、社会資本を戦略的かつ計画的に整
備していく必要があります。
　日建連では、昨年より、関係団体や地元経済界と連携したシンポジウムを開催し、
社会資本整備が果たす役割とともに、防災・減災、国土強靱化の必要性について、
広く発信してきました。本年度も、三地区においてシンポジウムの開催を計画して
おり、今後も、土木学会など関係機関と連携しながら、災害に強い社会資本整備の
重要性やそれを通じた経済成長、十分な施工余力の現状などについて、積極的な広
報活動を展開してまいります。
また、建設業界の喫緊の課題である「担い手の確保」についても、建設キャリアア
ップシステムの普及や週休二日の推進など処遇改善策を力強く推進するとともに、
現場見学会の開催などを通じて広く一般に魅力を伝えることが重要です。「給与・
休暇・希望」の新３Ｋに、ＢＩＭ／ＣＩＭの活用、さらにはデジタル化やロボット
活用などを取り入れた「かっこいい」を加えた新４Ｋを目指して業界一丸となり取
り組んでまいります。
　カーボンニュートラルの実現に向けた世界規模の取り組みなど、社会環境が大き
く変化する中においても、土木の社会的使命や重要性は不変であり、今後も、新た
な時代のニーズに対応しながら、人々の暮らしに寄り添う存在であり続けたいと考
えています。
　本年も、「土木の日」及び「くらしと土木の週間」においては、全国で様々なイ
ベントが開催されます。是非多くの一般の方々にご参加いただき、あるべき国土の
将来像や、豊かな国民生活と多様な経済活動を支える社会資本の役割などについて、
考えていただく機会になればと願っています。

　「土木の日」を迎えるにあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　今年は、７月の大雨等により、静岡県熱海市をはじめとした全国各地で甚大な被害
が相次ぎました。また、記憶に新しい令和２年７月豪雨、令和元年東日本台風等をは
じめ、懸念されていた気候変動による水害等の自然災害の頻発・激甚化が現実のもの
となっています。このほか、南海トラフ地震・首都直下地震などの大規模地震の発生
も切迫しています。また、高度成長期以降に集中的に整備されたインフラの老朽化が
今後加速度的に進行し、適切に対応しなければ、中長期的なトータルコストの増大を
招くのみならず、我が国の行政・社会経済システムが機能不全に陥る懸念があります。
こうした観点から、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」により、
災害から国民の命とくらしを守るよう全力を傾けて参ります。
　また、これまで、ＩＣＴ技術の活用等による建設現場の生産性向上の取組として
「i-Construction」を推進してきましたが、世界的に流行している新型コロナウイル
ス感染症への対応や５ＧやＡＩ等の基幹テクノロジーの進展を踏まえ、建設業界、そ
れから、我々国土交通省の職員においても、非接触・リモート型の働き方に転換する
など、これまでのあり方を抜本的に見直すことへの期待が強まっています。引き続き、
ポストコロナ時代も見据え、デジタル技術を活用して社会資本や公共サービスを変革
するとともに、業務そのものや組織、プロセス、建設業の文化・風土や働き方の変革
を目指し、インフラ分野のデジタルトランスフォーメーションを推進して参ります。
　国民の安全・安心の確保、社会経済活動の確実な回復と経済循環の加速・拡大、豊
かで活力のある地方創りと分散型社会の国土づくりを行うためには、土木技術が重要
な役割を果たしています。土木技術に大きく支えられる公共事業につきまして、これ
までご尽力いただきました皆様に深く感謝するとともに、従前にも増してなお一層の
ご協力をお願い致します。
　今回の「土木の日」にあたって開催される様々な催しによって、一人でも多くの方
が土木技術に支えられたインフラ整備の意義に対する理解を深め、その整備・管理の
あり方や土木技術が目指すべき方向性について考える機会となることを期待していま
す。
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　土木の日

土木学会　会長　谷口　博昭

土木の日に寄せて

土木の日シンポジウム

　メインテーマ　
グリーンインフラと市民普請～自然のなかでいきる技術のあり方～

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　１１月１８日　（木曜日）

　月日は「土木」の日、この日から土木
学会創立記念の日まで「くらしと土木の週
間」として、「土木」の理解を深めて戴くた
めさまざまな事業活動を展開します。
　「土木」は、くらしや経済活動の時のニー
ズに応じて技術開発・改善を進めながら、こ
れまで治水、ため池、街道、港、上下水道、
鉄道、空港、高速道路、新幹線などの事業を
実施、社会の発展に貢献してきました。くらし
や経済活動を支えるインフラストラクチャー
（インフラ）の整備・保全は道半ばですので、
くらしや経済活動の変化・進化に応じてイノ
ベーションを促進しつつ、これからも「土木
事業」を推進することが肝要です。
　国家は、明治以来の「土木事業」予算を戦
後年度から失対事業を含めた「公共事業」
予算に変更しました。国の財政状況が厳しく

なって以降、無駄が多い、コスト高などの理
由から「公共事業」批判が続いています。従
って、執行に制約の多い補正予算でなく、計
画的・効率的且つ先行的な実施に必要不可欠
な当初予算を見てみると、年度から削減
傾向にあります。インフラの投資額とＧＤＰ
とは正の相関があり、欧米諸国が概ね２倍近
いＧＤＰの伸びを示す中で、我が国のみおお
むね横ばいであり「失われた年」と称され
る停滞を招いています。
　少子高齢化・人口減少、グローバル化の進
展、地球温暖化問題の深刻化等の大きな変化
の時代、成長と経済の好循環経済の観点から
も「土木」インフラの果たす役割は大です。
毎年の如く生じる豪雨・地震等による災害を
受け、昨年末に事業規模兆円の「防災・減
災、国土強靱化のための５か年加速化対策」

が策定されました。また、高度成長期に整備
されたインフラの維持管理・更新についても
一定の配慮がなされています。しかし、新型
コロナウイルス感染症がパンデミックとなり
保健医療インフラの脆弱性が顕在化したよう
に、将来世代に亘る共有資産である「土木」
インフラについても「公共事業」予算削減に
伴う同様の懸念があります。米英中は、コロ
ナ後の新しい雇用創出と新しい経済社会構築
に向け、福祉介護、情報、エネルギー等新型
を含めたインフラ投資の戦略的計画を発表し
ています。土木学会は、「コロナ後の日本創
生」に向け、「土木」の「ビッグ・ピクチャー
（全体俯瞰図）」を来年６月までに取りまと
め、提言する予定です。国家が「土木」イン
フラの削減から強化へと明確に転換すること
を期待します。

「コロナ後の日本創生」へ、「土木」の果たす役割は大
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年

選奨土木遺産

月日は土木の日

（１１） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１１月１８日　（木曜日）

〈緒方川の多連アーチ石橋群〉
◇所在地大分県豊後大野市
◇竣工年緒方橋：年、鳴滝橋：年、長
瀬橋：年、原尻橋：年、柚木寺原橋：
年
◇受賞理由２～６連のアーチを有する石橋が一
つの地域にまとまって現存する

〈北上川上流総合開発ダム群〉
◇所在地岩手県花巻市、西和賀町、盛岡市、奥州市
◇竣工年田瀬ダム：年、湯田ダム：年、四
十四田ダム：年、御所ダム：年、石淵ダム
：年
◇受賞理由北上川流域の治水を最大の目的にしなが
ら、発電・灌漑用水・上水などの機能を併せ持つ多
目的ダム群として地域を支える

〈円上寺隧道〉
◇所在地新潟県長岡市
◇竣工年年
◇受賞理由日本最古級のコンクリート造の河川トン
ネル。建設から年以上が経過した今も地域の防
災に寄与し続ける

〈栗尾沢砂防施設群〉
◇所在地埼玉県小鹿野町
◇竣工年～年
◇受賞理由建設当時の東日本では事例が少ない切石
積の砂防堰堤など、砂防事業の歴史や技術を今に伝
える

〈殿橋〉
◇所在地愛知県岡崎市
◇竣工年年
◇受賞理由乙川に架かる径間連続ＲＣ桁橋。補修
を加えながらもスレンダーな形姿を保つ岡崎市街の
シンボル的な施設

〈津守下水処理場１系水処理施設〉
◇所在地大阪市西成区
◇竣工年年
◇受賞理由稼働当初の躯体構造を維持しながら、
年以上にわたり稼働し続けている

〈糠平ダム〉
◇所在地北海道上士幌町
◇竣工年年
◇受賞理由当時最高水準の国産大型機械採用や前例
のない蒸気養生を採用。寒地での短期施工を実現し
た

〈只見線鉄道施設群〉
◇所在地福島県、新潟県
◇竣工年～年
◇受賞理由福島、新潟両県の地域資源の活用や豪雪
地帯を結ぶライフラインとして、機能美や四季折々
の風景を創生

〈塔之沢発電所と関連施設〉
◇所在地神奈川県箱根町
◇竣工年年
◇受賞理由当時最新の発電設備や国産技術を多
用するなど明治期の水力発電の基礎を作り、箱
根の観光を支えてきた

〈東山円筒分水槽〉
◇所在地富山県魚津市
◇竣工年年
◇受賞理由長年水不足に悩まされてきた片貝川流域
へ合理的で公平に分水するため、川を潜るサイホン
終端に設けられた美しい円形の分水施設になる

〈弾丸道路（札幌・千歳間道路）〉
◇所在地札幌市、北海道北広島市、恵庭市、千歳市
◇竣工年年
◇受賞理由積雪寒冷地や自動車高速走行のため先駆
的な設計基準を導入。全国の道路改良の指標となっ
た

〈渡良瀬川上流域足尾の砂防堰堤群〉
◇所在地栃木県日光市
◇竣工年～年
◇受賞理由大規模な土石流災害の軽減・抑止を目的
とした本邦最大級施設を含む砂防堰堤群。環境を視
点に未来への思考を誘う

〈六郷水門〉
◇所在地東京都大田区
◇竣工年年
◇受賞理由今も水門としての機能を保つ。多摩川改
修工事や六郷用水の記憶を物語る地域のシンボルと
なっている

〈彩雲橋〉
◇所在地愛知県犬山市
◇竣工年年
◇受賞理由昭和初期の犬山城付近の観光開発で、木
曽川へ流れ込む郷瀬川上に架けられた鉄道レールを
用いたすっきりした２連アーチ橋

〈生駒鋼索線と生駒山上遊園地飛行塔〉
◇所在地奈良県生駒市
◇竣工年～年
◇受賞理由日本の私鉄に見られる観光施策を証
示する最古の施設

〈山川橋〉
◇所在地岐阜県川辺町
◇竣工年年
◇受賞理由川辺ダム建設に伴ってダム湖に架けられ
たゲルバー式ＲＣラーメン橋。長年地域で愛されて
きた

〈谷瀬の吊り橋〉
◇所在地奈良県十津川村
◇竣工年年
◇受賞理由安全安心を希求する地区住民の思いによ
って建設。年以上にわたり供用され続け、現在は
観光資源となっている

〈旧成相池堰堤〉
◇所在地兵庫県南あわじ市
◇竣工年年
◇受賞理由渇水時の農業用水確保のため建造された
粗石モルタル造の重力式ダム。先人の水確保の努力
を後世に伝える

〈爆撃被害建材の再活用橋梁－本川橋、九十九橋〉
◇所在地広島市中区、広島県海田町
◇竣工年本川橋：年、九十九橋：年
◇受賞理由敗戦直後の資材難の中、爆撃を受けた光
海軍工廠の建材を再活用した橋梁。部材に弾痕や以
前のリベット孔が残っている

〈関西本線木津川橋りょう〉
◇所在地京都府笠置町
◇竣工年～年
◇受賞理由明治時代に架けられた橋梁を適切な補強
や更新によって長寿命化を実現した

〈村田鶴が湖北地方に残した隧道群〉
◇所在地滋賀県米原市～長浜市
◇竣工年横山隧道：年、谷坂隧道：年
◇受賞理由材料特性かられんがとコンクリートを使
い分ける秀逸な設計が施され、格式高い意匠ととも
に長年にわたって地域交通に貢献した

〈花峯橋〉
◇所在地宮崎県日南市
◇竣工年年
◇受賞理由現存する希少な木造方杖式の
道路橋の一つ。当時の木造橋建設技術を
今に伝える

〈琵琶湖疏水（第１、第２、分線ほか）〉
◇所在地大津市、京都市山科区、京都市左京区
◇竣工年～年
◇受賞理由多目的利用によって京都の近代化に貢
献。技術や意匠の質も高く不動の歴史的価値を有す
る

〈和田旋回橋〉
◇所在地神戸市兵庫区
◇竣工年年
◇受賞理由日本初かつ最古の鉄道用可動橋。当初の
架設地点に供用され続け現在も地元住民によって積
極的に活用されている

〈千賀居隧道〉
◇所在地愛媛県八幡浜市
◇竣工年年
◇受賞理由ループ道路に建設された隧道。当該形式
では国内最古クラス


